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2017 年 6 月 25 日 7 時 2 分頃の長野県南部の地震について 
 

中村 豊（SDR） 
はじめに 

表記の地震に対して緊急地震速報（警報）が発令されたので、防災科研の強震記録を用い

て、FREQL（フレックル）警報のシミュレーションを行ない、緊急地震速報と比較した。 
気象庁による表記の地震に対する一元化震源情報（暫定）を以下に示す。 
震源時：2017 年 6 月 25 日 7 時 2 分 15.36 秒（日本標準時） 
震央位置：北緯 35.868 度、東経 137.587 度 
深さ：6.7ｋｍ 
マグニチュード（M）：5.6 
 
各地のリアルタイム震度とフレックル警報（いずれも SDR 特許技術） 

これまでの経験では M5.6 は被害が発生し始める地震規模に相当し、被害があったとしても

概ね軽微な被害に留まる。観測された地震動も最大で気象庁の計測震度 5 強であり、被害

が発生し始めると考えられている震度をやや超えた程度で、これからも大きな被害は発生

していないと推測される。このような地震に対して警報を発する是非はともかくとして、

警報タイミングについて比較してみる。 



 
この図は、FREQL（フレックル）による P 波警報レベルとして、弊社の標準レベル PI1.5
でのシミュレーション結果を示したもので、近傍地点のリアルタイム震度の変化状況とと

もに示している。これには緊急地震速報時刻なども示した。 
 
これによると、フレックル警報は地震検知後直ちに（0.3 秒程度で）P 波警報を発信するこ

とがわかるが、震央に最も近い NGNH18 開田地点では、震度 5 に達するまでに 2 秒弱、最

大震度まででも 3 秒弱の時間しかない。直下地震に対しては、このように数秒しか時間的

余裕は稼げないのが一般的と考えられる。こうした短い時間を有効にするには、周到な事

前準備と訓練が欠かせないことを改めて指摘しておきたい。 
 
気象庁の緊急地震速報に関しては、これまでも指摘した通り、何の役に立つのかわからな

い。図にみられるように、被害が発生するかもしれない大きさの震度が過ぎ去った後に地

震を検知し、それから 7 秒以上も経過した時点で緊急地震速報（警報）を発令するという

のは、現地では混乱を誘発しかねない。こうした事態にあっても、緊急地震速報に関して

問題視する報道機関が全く現れないのは理解しがたい。 
 
震源や地震規模の迅速推定に関して 

強震記録のデータをリアルタイムに処理できるとすれば、どの程度迅速に震源諸元を特定

できるか最小自乗法を用いて確認してみた。検知時間はリアルタイム震度 RI の迅速な立ち

上がりを利用して読み取った P 波検知時間を用いた。震源計算は、地震が発生した震源時、

震源の座標（緯度、経度、深さ）および伝播速度の 5 つの未知量を最小自乗法で確定する

計算である。ここでは、P 波伝播速度は 6km/s と仮定して固定し、ほかの 4 つの未知量を

算定した。初期値から始めて、繰り返し計算を行い、前回震源位置との差が規定以内に収

まったところで終了としている。この計算で異常な値に収束したり、収束しなかったりし

た場合には、伝播速度を 0.1km/s づつ増減して同様な計算を行うことにしているが、これ

までの経験では概ね 6km/s の設定で妥当な値に収束するようである。また、リアルタイム

震度が最大となる時刻を用いて、最大震度をもたらした波動の発信源（以下 MAX 震源とい

う）も推定してみた。この場合の伝播速度は 4km/s を仮定して与えている。収束しなかっ

た場合などは、0.1km/s ずつ 3.0km/s まで値を低減して推算している。 
 
算定結果は次図表に示すとおりである。この図には、9 カ所の強震観測地点も併せて示して

いる。菱形の赤い印が気象庁による震央位置で JMA と表記し、カッコ内は深さを示してい

る。SDR5 とは、SDR による最初の 5 地点を用いた震源で、X 印で表記した。SDR9 は同

様に 9 地点を用いた震源である。MAX 震源も同様に示している。震央付近の拡大図も示し

た。これによると、最初に地震を検知してから 2.08 秒後には 5 地点の P 波検知時間が判明



し、直後にほぼ正確な震源が特定できることがわかった。地震の規模はほぼ同時に判明す

ることになる。9 地点を用いた場合でも、4.55 秒後にはすべての P 波検知時間が判明して

いる。これまでの経験では、最初の 5 地点の P 波検知時間を用いてほぼ正確な震源が推定

できることがわかっている。つまり最初に地震を検知してから数秒で破壊開始点である震

源や規模の特定は大まかに可能であると思われる。 
 
被害との関連が強いと考えられる MAX 震源についても、今回の場合、最初の 5 地点でも 9
地点でも算定することができた。その水平面内の位置は破壊開始点から 1km も離れていな

いことがわかった。深さについては 9 地点が 8.4km と破壊開始点より深くなっているのに

対し、最初の 5 地点では 1.3km と浅くなっている。震央に対する 9 地点の分布はややいび

つで、最初の 5 地点の方が分布状態はよいように思われる。最初の 5 地点を用いた推定結

果が正しいとすれば、今回の地震は破壊開始点から地表に向かって 5km ほど破壊が進んだ

と考えられる。これに要した時間は 2.2 秒と算定され、破壊伝播速度も概ね妥当な値である。 
非常に簡単な計算で、迅速に、ほぼ的確に防災上有益な情報が得られることがわかった。 
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JMA SDR SDR SDR
M5.6 5sites 9sites Max5sites Max9sites

N 35.868 35.862 35.864 35.868 35.872

E 137.587 137.590 137.585 137.59 137.582
ｈ 6.7 6.5 2.9 1.3 8.4
Origin　Time 15.36 15.5 15.9 17.7 20
Velocity 6km/s 6km/s 3.3km/s 4km/s


